
 

 

 

開校５０周年 
 

１１月号 

令和３年１１月３０日  発行：座間市立東中学校 校長 大沢奈緒美 
学校便り（HIGASHI TIME）は、本校ホームページにカラーにて掲載しています。 

 

 向寒の候、日脚もずいぶん短くなって参りました。いかがお過ごしでしょうか。 新型コロナウィルスも不思議なく

らい激減し、このまま落ち着いていくのだろうか、と半信半疑ながら、できるところから学校生活における制約を緩

めていこうと考え始めています。 

 そのひとつとして、１２月の本校体育館における「合唱コンクール」の開催です。 ２２日の帰り学活から合唱練習が

始まりました。今、校内に生徒たちの歌声が響き始め、耳をすましていると気持ちが弾んできます。 

「合唱コンクール」につきましては、先日、新たなご案内を配付いたしましたとおり、各学年クラス発表時において

当該学年保護者１名の方に参観していただく席をご用意することと致しました。 

残念ながら、学年合唱を再開するのは時期的に間に合わないため、クラス合唱のみとなりますが、２年ぶりの生

徒たちの歌声をぜひ、聴いていただけたらと思います。（当日は、名札着用等感染対策に向けていくつかのお願い

がございます。お守りくださいますよう、ご協力お願い致します。） 

  

 

                             

 

1０月３０日（土）本校創立５０周年記念式典を本校体育館にて、無事に挙行することができました。  

コロナ禍での開催ということで、参列者の数を制限する必要があるため、参列は３年生と、吹奏楽部生徒とし、１，２

年生については、各教室でのオンライン参加となりました。 

 しかし、当日の会場には、全校生徒で作成した５０周年記念マスコットキャラクター「ふわリン」のモビールが飾ら

れ温かい雰囲気につつまれた式典となりました。 

 式典は二部構成となっており、第二部では、本校１期卒業生である女優の名取裕子さんに来校いただきました。

名取さんが壇上に上がられるとその華やかさに雰囲気は一変し、創立５０周年のお祝いにふさわしい式典となりま

した。 当日、お手伝いいただきました PTA本部役員ならびに運営委員の皆様に感謝申し上げます。 

 式典に参列しました３年生に感想文を書いてもらいましたので、紹介します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正直、３年間しか過ごしていないので、東中学

校が５０周年を迎えたということに実感がありま

せん。ですが、大事な節目に立ち会えたことを嬉

しく思います。 

東中の歴史の第１歩、１期生である名取裕子さ

んが来てくださったことが強く印象に残っていま

す。とても気さくな大らかな方で、私たちの質問

にも丁寧に答えてくださいました。なかには、す

ごく心に響く言葉があり、人生でも数えるほどの

貴重な経験になりました。昔の東中の写真を見る

と、今と変わっていること、今も変わらないこと

がたくさんあってとても面白かったです。 

また、合唱では、コロナウィルスが終息してい

ないにも関わらず、学年全体で「大地讃頌」を歌

えたことに感謝です。次に学年合唱ができるのは

卒業式。学年全員が受検を乗り越えて晴れ晴れと

した顔で歌えることを楽しみにしています。             

【１組 川上 彩音】 
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実行委員長・座間市長挨拶 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 僕は、５０周年式典に、学生として生活して

いる中で、参加できたことは、めったにないこ

とだと思ったので、いい経験になったなあと思

いました。 

また、テレビに出ている人が、東中出身だっ

たとは思わなかったので、とてもびっくりしま

した。そして、何より今回２年ぶりの学年合唱

を歌わせてもらい、少ない練習時間ではありま

したが、１つの形に仕上がり、昨年の分まで歌

いきれたので良かったです。 

【３組 福増 祥太朗】 

 

 

５０周年記念式典に参加して、今まで考え

たこともなかった東中学校創立までの道のり

や、当時の保護者の方々による校庭の整備な

どがあったことを知り、改めてそうした方々

の協力があったからこそ今の東中学校がある

のだと実感し、当時、東中学校の創立に携わ

った方々には感謝しかありません。 

 また、式典当日には、昨年に引き続き、今

年の文化祭でも中止となってしまい、一昨年

の文化祭以来、出来ていなかった学年合唱の

「大地讃頌」をこの場で歌うことができ、本

当に嬉しく思いました。体育祭との関係もあ

り、練習時間も十分とはいえなかったかもし

れませんが、２年ぶりの学年合唱ということ

で、様々な思いのこもった合唱を、青空学年

で創り上げることができたのではないかと思

います。      【１組 吉田 悠希】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 この東中５０周年というおめでたい年に、

私たち青空学年が東中生徒代表として、式典

に参加できたことがとても嬉しかったです。

色々な方々がこの式典に参加されていて、東

中学校は愛されているんだなと感じました。 

私たちはこの日のために文化祭の学年合唱

である「大地讃頌」を、少ない時間でしたが

練習し、私は学年全員で歌えることに対し、

とても喜びを感じ、本番でも学年全体が１つ

になったような一体感が感じられてとても嬉

しかったです。 

そして、サプライズで２時間ドラマの女王 

名取裕子さんが来られてとても驚きました。

名取さんの言葉１つ１つが自分のためになっ

たし、これからの自分の人生に生かしていこ

うと思えるとても貴重な経験になりました。

この東中学校５０周年記念式典は、私たちに

とってかけがえのない経験になりました。３

年生は受検があり大変ですが、残りの時間を

この式典で学んだことを生かして過ごしたい

です。    【２組 朝長 逢】 

 私は、５０周年式典を通して、たくさんの

ことを学びました。印象に残っていることは

合唱です。前にみんなで歌ったのは２年前の

「COSMOS」だったので、なんだか嬉しい気持

ちでした。久しぶりに歌ったので前より気持

ちを入れて歌えたと思います。 

 次に記憶に残っているのは、東中学校の５

０年間の歴史がつまった思い出のムービーで

す。あの映像は、東中に関わった多くの大人

が作ったものと聞きました。今までの伝統を

受け継ぎ、後輩に伝統や文化を残していきた

いと思いました。 

 最後に、名取さんのお話はとてもためにな

るものでした。大変なことがあっても生きて

いれば楽しいことや、幸せなことに巡り会え

ると思うので、自分もくじけずに頑張ってみ

ようと思いました。これらのことをこれから

に生かしていきたいと思いました。 

【２組 松本 匠】 

 

今年は、コロナなどで色々と制限がかかりま

したが、そんな中で東中の 50周年式典に 3年

生として参加することができてとても嬉しかっ

たです。去年歌うことができなかった学年合唱

を少し緊張しましたが楽しく歌うことが出来て

良かったです。２部の思い出 VTRでは、開校当

時の様子や先生たちなどをたくさん見ることが

でき、とても歴史を感じました。特に印象的だ

ったのは、体操服が男女で違っていたことで

す。名取さんの話も、とてもおもしろかったで

す。名取さんが東中の１期生として式典に参加

していただいたことは、すごく驚きました。 

【３組 小田 琴音】 

  

「思い出のアルバム」

BGM は吹奏楽の生演奏 

生徒会長挨拶 

２年ぶりの 

学年合唱 

「大地讃頌」 
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女優 名取裕子さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５０周年式典に参加してみて久々の式

典であったこともあり、独特な雰囲気や

緊張感を感じることができました。 

 印象に残ったのは、名取さんの「１０

代は最高のコンディション」という言葉

で、この言葉を聞いて、僕は１０代のう

ちにやりたいことをできる限りいっぱい

やり悔いのないように生きていこうと思

いました。 

 最後の３年生の学年合唱では、２年ぶ

りということもありどんな合唱ができる

のか楽しみでした。本番では、３年生ら

しく大きな声できれいなハーモニーを作

り出すことができてとても嬉しかったで

す。 

 今回、５０周年記念式典に参加してみ

て名取さんのお話や学年合唱などから得

たことを生かして頑張っていこうと思い

ます。     【４組 岡本 龍醒】 

 ３年生にとって、２年ぶりの合唱がで

きたことが私にとって、すごく嬉しかっ

たです。２年ぶりということもあって

皆、不安で、私自身も、緊張しました。

全体で合わせるのも２年前の合唱に比べ

て練習時間の少ない中で、本番を迎えま

したが、すごくやり切った感のある合唱

になったと思います。２年ぶりに青学年

としてできたことが何より嬉しかったで

す。文化祭では学年合唱はなく、また学

年合唱ができるのは卒業式だと思いま

す。それが最後の合唱なので悔いの残ら

ないような合唱ができたらいいなと思っ

ています。 

【５組 林 和佳奈】 

 私が今回の 50周年式典で一番嬉しかったのは、

ふわリンのこと、そして、名取さんの話です。 

 ふわリンは、元々青学年のキャラクターでした。

なので、新しく知らないキャラクターが選ばれるよ

りもずっと愛着があって好きなキャラクターが選ば

れて嬉しかったです。また、私が作ったわけではな

くても、青学年のキャラクターが学校のイメージキ

ャラクターになるというのは、誇らしい気持ちにな

りました。 

 そして、名取さんの話ではやりたくないことでも

何かしら今後役に立つと思ってやることが大切だと

いうことを学びました。私はどうしてもやりたくな

いことを後回しにしてしまうので、名取さんのよう

に前向きに捉えられるようになりたいなと思いまし

た。 

 最後にこの式典を開くために準備をしてくださっ

た全ての方々、貴重な体験をさせていただきありが

とうございました。今回学んだことを今後の生活に

生かしていきたいです。【４組 村上 夏希】 

 

   僕は、久しぶりに３年生のみんなと学年合唱を歌っ

てみて思ったことがあります。 

まず、５０周年記念式典という貴重な時間の中で

「大地讃頌」をこの青空学年で歌えたこともすごく良

かったのですが、その中でも今までで一番良い合唱が

できたことが良かったです。最初は、みんな合唱練習

にあまり乗り気ではなかったところもありましたが、

練習を重ねていくにつれて、だんだんみんなの歌声が

１つになり、結果的に式に出席していた人に良い合唱

を送ることができたかなと思いました。 

 去年は、コロナウィルスの影響で思うように行事が

できなかったと思います。でもその中で５０周年記念

式典ができたことはとても良かったと思うし、その式

を素晴らしいものにできたと思うので、３年生は、卒

業式もこの式典と同じくらい良いものにできるよう頑

張りましょう。       【５組 桒原 順正】 

 

 

 

11 月 23 日（火）ハーモニーホール座間において「第 45 回座間市青少年健全育成大会」が開催され、 

「中学生の主張作文コンクール」の表彰式が行われました。「私と家族～私のお兄ちゃん～」で教育長賞を

受賞しました 2 年生 本橋こなつさん 

（左側）と「私たちと環境保護～ホタル 

と共に生きる～」で佳作を受賞した 

2 年生 楠本 愛梨さん（右側）が、 

表彰式後、それぞれの作品を朗読し、 

披露しました。ともに、素敵な心に 

しみる作品でした。 
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１２月行事予定表   

（最終下校 １６：３０） 

１日 水 3年三者面談    ～6日まで 

※学校評価のご協力お願いします 

２日 木 2年合唱リハーサル 

３日 金 1年合唱リハーサル 

４日 土 PTA役員会・運営委員会・選考委員会 

６日 月 全校朝会（人権表彰）  

７日 火 おはボラ     ～10日まで 

８日 水 立会演説会（投票日） 

10日 金 1，2年三者面談  ～16日まで 

※学校評価のご協力お願いします 

【10日より昼食なし 午前日課 】 

15日 水 
3年私立入試相談開始 

3年合唱リハーサル 

21日 火 文化祭前日準備 

22日 水 第 50回文化祭合唱コンクール 

23日 木 文化祭閉会式・学年集会・大掃除 

24日 金 生徒総会・2学期終業式 

（放課後諸活動停止） 

     森田 麻友香 先生 

このようなご時世にも関わらず、教育実

習を受け入れてくださり、ありがとうござ

いました。私がこの２週間で最も印象深か

ったことは体育祭です。 

練習では、効率的な方法や教え方を工夫

してリーダーシップをとる３年生、そんな

３年生を支え、後輩をサポートする２年

生、初めての体育祭に必死で頑張る 1年生

の姿を見ることができました。協力する楽

しさや皆でひとつのものを作りあげること

の大変さを学び、生徒たちが成長する過程

を間近で見て、感じられることがとても嬉

しかったです。 

また、在学中には知り得なかった行事運営

における先生方の動きも垣間見ることがで

きました。こうして体育祭が無事に済んだ 

ことも生徒の協力、そして先生方の尽力が

あってこそだと勉強させていただきまし

た。 

本当に貴重な経験をありがとうございま

した、改めて教員の仕事は尊く、素晴らし

いものであると思うことができました。 

 

 

          敷町 怜愛 先生 

私は、この実習で中学校教諭の魅力に気がつくこと

ができました。私は科学が大好きで科学の魅力、学ぶ

ことの楽しさを生徒に伝えたいと思い教師を志しまし

た。そのため高校教諭の方が、より詳しい内容、科学

の魅力を伝えられてやりがいがあるのではないかと感

じていました。しかし、この実習を通し実際に授業を

し、中学校だからこそ様々な分野の科学を生徒に伝え

ることができ、科学だけではなく、教科横断的な授業

ができるのだということに気がつきました。それだけ

ではなく、たくさんの先生方とお話させて頂き、中学

が最も人が成長する時期だということに気がつきまし

た。気づくだけではなく、体育祭を通し実際に生徒が

主体的に努力し、成長していく姿を見ることができま

した。その姿に心から感動したことを覚えています。 

そのような中学校 

だからこそ学ぶ楽し 

さに気がつける時期 

なのではないかと感 

じました。 

          

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 今年度は６名の教育実習生を受け入れました。後期は 10月 11日より 3週間（森田先生は 2週間）、

２名の実習生が、それぞれ教師を目指すための実習をしました。それぞれの感想を掲載します。 

森田先生     敷町先生 

編集後記  

朝から「○○さんをお願いします。」と元気な声が

聞こえてきます。生徒会本部役員選挙活動が始まりま

した。今年度は、１年生から７名、２年生から４名が

立候補してくれています。 

生徒会本部役員は、本校の生徒代表であると同時に

顔でもあり、今回の創立５０周年式典第２部では、司

会・進行を務めてくれました。 

本部の仕事は、日頃の学習や部活動等に加えての活

動となりますので、負担は大きいと思います。しかし

生徒代表として表舞台に立つ活動は、将来きっと役に

立つと考えます。投票日は１２月８日（水）です。 

また、来年度、本校において、地域とともにある学

校づくりを目指して「コミュニティスクール」の運用

が始まります。その活動に本部役員生徒も関わっても

らうよう考えておりますが、あわせて、保護者の皆様

との連携も不可欠になってまいります。詳細が決まり

次第お知らせいたしますので、ご承知おきください。 

 最後になりましたが、三者面談時に（３年生は面談

前）に「学校評価アンケート」をお渡しします。ご記

入へのご協力をお願いいたします。 

 －４－ 


